



































































救護班 33 班、DMAT22 班）であった。９月
までの派遣救護班数は 894 班、取扱患者数は
































































これらの課題は、24 年度から 25 年度におい
て対応する。
超急性期から慢性期まで幅広く活動を展開
できる組織は、赤十字をおいてほかにはない。
南海トラフ巨大地震などの大規模災害に向け
て、人材育成、研修をはじめとする災害対応
能力の強化にも取り組んでいく。
「南海トラフ巨大地震に備えて」小澤　修一・中　　大輔
